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2.組織の概要

【事業所名及び代表者名】

有限会社　　オカダ

ホームページ　 http://www.okada-kaitai.co.jp/

代表取締役　岡田孝司

【本社（登記上）所在地】

〒３２１－０９０５　　 栃木県宇都宮市陽東 ４丁目１６番８号

【実質的な本社・事業所】

〒３２１－０９０５　　 栃木県宇都宮市平出工業団地 ３８－３６

【環境管理責任者の氏名及び連絡先】

坂本博之 電話 ０２８－６６６－５１９９

FAX ０２８－６６0－５１９８

【事業の内容】

建設業(解体業）

産業廃棄物収集運搬業、製鉄原料・非鉄金属の回収及び販売

【事業の規模】

資本金 2,000万円

売上高 3億5,000万円（２０２２年度実績）

社員数 25人

敷地全体面積 ３０３㎡

延床面積 本社 ６６㎡   倉庫 ２３７㎡

車両の状況
４t 平 １ 台 ４ｔ アーム車 ４ 台 バックホー 0.45㎥ １台

２t ダンプ車 ４ 台 フォークリフト ２ 台 バックホー 0.25㎥ １台

営業車両 10 台 ミニユンボ ２ 台
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3.【取扱い廃棄物の種類】

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物・水銀使用産業廃棄物を含む）

紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず

金属くず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶器くず（石綿含有産業廃棄物を含む）

がれき（石綿産業廃棄物を含む）・金属廃棄物、鉄スクラップ及び非鉄スクラップ

委託・許認可の内容

建設業許可：　 県知事許可（般一３０）第２１６４７号

許可有効期限 平成３１年１月１９日から令和６年１月１８日まで

一般廃棄物収集運搬業許可

市町村 許可番号 許可年月日 許可有効期限

宇都宮市 第 ３６１ 号 令和3年1月26日 令和5年1月25日

産業廃棄物収集運搬許可

県名 許可番号 許可年月日 許可有効期限 積替え

栃木県 0099900106176 2018年9月18日 2023年9月17日 無

埼玉県 01105106176 2018年11月2日 2023年9月24日 無

福島県 00707106176 2018年10月5日 2023年9月17日 無

茨城県 00801106176 2019年8月27日 2024年6月20日 無

群馬県 1000106176 2019年7月9日 2024年7月8日 無

東京都 1300106176 2019年7月5日 2024年7月4日 無

千葉県 01200106176 2019年8月29日 2024年7月15日 無

特別管理産業廃物収集運搬業許可

県名 許可番号 許可年月日 許可有効期限

栃木県 00950106176 2020年4月1日 2025年3月31日

茨城県 85110-6176 2020年1月8日 2024年12月15日

福島県 75710-6176 2020年4月20日 2026年3月31日

受託した産業廃棄物収集運搬実績（2021年9月～2022年8月）

単位 収集運搬実績

ｔ 20,819.09

ｔ 2,451.02

ｔ 4.78

ｔ 38.32

ガラスくず コンクリくず 陶器くず ｔ 177.40

ｔ 21.63

ｔ 0.45

ｔ 48.10

ｔ 23,560.79

栃木県

産業廃棄物 合計

石綿含有物

産業廃棄物の種類

がれき類

木くず

廃プラ

混合廃棄物

紙くず

繊維くず
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4. 組織図

※当社はすべての組織及び業務をエコアクション２１の登録範囲としている。

 環境経営レポートの対象期間及び発行日は表紙に記載している。

担当者

全従業員

・環境活動の取り組み結果を代表者に報告

代

表

取

締

役

環

境

管

理

責

任

者

各自の役割と責任

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・環境目標、活動計画の承認

・全体の評価と見直しの実施

・緊急事態への対応マニュアルの承認

・環境経営レポートの確認、承認

・環境関連法規等とりまとめ表の承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等とりまとめ表の作成

・緊急事態への対応マニュアル確認

・環境経営レポートの作成

・外部コミュニケーションの窓口

・環境経営方針の理解と取り組みの重要性の自覚

各

責

任

者

・各部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック、取組の自己チェックの実施

・環境目標、活動計画書原案の作成

・緊急事態への対応マニュアルの作成

・環境活動の実績集計

代表取締役

環境管理責任者

事務部門 工事部門

作業所

岡田孝司

坂本博之
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5.環境経営計画と取組内容

①二酸化炭素時排出量削減

・現場での待機的アイドリングストップ励行

・タイヤ空気圧適正値の管理

・過積載防止の徹底

・エアコンの設定温度管理の徹底

・OA機器の節電スイッチの使用

・⾧時間使用しない部屋、設備は電源を切る

・冬季の暖房使用時間と温度の管理徹底

②水使用量削減

  ・事務所においては、出したら止めるを徹底する

・作業現場においては周辺地域に影響を及ぼさないよう適量を使用する

③ 廃棄物排出量（事務所ゴミのリサイクルに関する取組）

・社内記録等に関してペーパーレス化に取り組む

④ 建設廃棄物のリサイクル率向上

・産業廃棄物収集運搬契約先に対して不純物除去のお願い

・分別を徹底する事で混合廃棄物を減らす

⑤ スクラップ（製鉄原料・非鉄金属）の回収率向上

・手解体、分別の徹底に努める

・排出元の分別状況の重要性を繰り返しアナウンスする

その他の取組

① 地域貢献活動の促進

・道路清掃活動、不法投棄廃棄物の清掃活動

・陽東地区夏まつり実行委員⾧

・陽東地区社会福祉協議会理事

・陽東地区連合自治会副会⾧

② 社会貢献活動の促進

・公益財団法人栃木YMCA副理事⾧

・関東中央更生保護連合会⾧

③ 社員教育の徹底による顧客からの評価の向上

④ 教育・訓練の実施

・エコアクション21を適切に実施する為に必要な教育を行う
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2018年度基準
 (2017年9月
～2018年8月)

2019年度
 (2018年9月

 ～2019年8 月)

2020 年度
(2019年9月

～2020 年8 月)

2021年度
 (2020年9月

～2021年8 月)

2022年度
 (2021年9 月～

2022年8 月)

16,235
基準年-1%
16,073

基準年-2%
15,912

基準年-3%
15,748

基準年-4%
 15,586

43,168
基準年-1%
42,736.32

基準年-2％
42,304.64

基準年-3%
 41,872.96

基準年-4%
41,441,28

39,551
基準年-1%
39,155.49

基準年-2%
38,759.98

基準年-3%
38,364.47

基準年-4%
37,968.96

1,600
基準年-1%

1,584
基準年-2%

1,568
基準年-3%

1,552
基準年-4%

1,536

283,039.187
基準年-1%

280,208.795
基準年-2%
277,406.70

基準年-3%
274,632.64

基準年-4%
271,717.20

174
基準年-1%

172.3
基準年-2%

170.5
基準年-3%

168.8
基準年-4%
 167. 04

150
基準年±0%

150
基準年±0%

150
基準年±0%

150
基準年±0%

150

9,390
基準年+3%

9,672
基準年+5%

9,860
基準年+7%

10,047
基準年+9%

 10,235

86. 3
基準年+1%

87.3
基準年+2%

88.3
基準年+3%

88. 8
基準年+4%

89. 7

98 100 100 100 100

6-1.中期環境経営目標値（基準年を2019年とし、2025年度までの中⾧期の目標設定）

項目

廃棄物収集運搬量の増加
 (単位：t )

建設廃棄物のリサイクル率
(単位:％)

水使用量(単位：㎥)

事務所内ごみ(単位：kg)
(環境維持目標値)

二
酸
化
炭
素
排
出
削
減

電気使用量(単位：kwh)

ガソリン使用量(単位:
㍑）

軽油使用量(単位：㍑)

LPG使用量(単位：kg)

二酸化炭素排出量(単
位:kg-co2)

※電気の排出係数：最新のティーダッシュ合同会社の排出係数0.441kgco2/kwhを使用

※当社の会計年度は9月から翌年8月の1ヶ年である

製鉄原料•非鉄金属の回収品のリサイ
クル率(単位：％)



6-2.中期環境経営目標値（基準年を2019年とし、2025年度までの中⾧期の目標設定）

※電気の排出係数：最新のティーダッシュ合同会社の排出係数を使用

※電気の排出係数：当社の会計年度は9月から翌年8月の一ヵ年である。

建設廃棄物のリサイクル率

（％）（環境維持目標）

40,143.51

372.00

21,622.89

375.76

21,841.30

40,549.00

LPG使用料

(kg)

二酸化炭素排出量

（㎏‐co2）

13,969.00

89.7

185.00

150.00

89.7

水使用量

（㎥）

事務所内ごみ

（㎏)   (環境維持目標）

39,332.53

368.2448 364.49

15,272.32

42831.88

39,738.02

16,762.80 18,159.70

89.7 89.7

21,186.06

181.3 179.45

150.00 150.00

21,404.47

2024年度

（2023年9月～2024年8

月） 2019年度基準より

2％削減目標 収集運搬量

は2％増量目標

2025年度

（2024年9月～2025年8

月） 2019年度基準より

３％削減目標 収集運搬量

は３％増量目標

電気使用量

(kwh）

ガソリン使用量

（L）

15,116.48

42,394.82

15,428.16

43,268.94

基準年

（2019年結果）

（2019年9月～2020年8

月） 結果値

項目

15,584.00

43,706

2023年度

(2022年9月～2023年8月）

2019年度基準より

１％削減目標 収集運搬量

は1％増量目標

廃棄物収集運搬量（ｔ）

183.15

150.00

15,365.90

軽油使用量

（L）

製鉄原料・非鉄金属

回収のリサイクル率

（％）

100 100 100 100
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（2018年度を基準年とし、－4％の削減を目標とした）
※2018年度（基準年）の実績に対し、－４％の削減を2022年度の目標とした。

電気使用量

(kwh）

ガソリン使用量

（L）

軽油使用量

（L）

LPG使用料

（ｋｇ）

二酸化炭素排出量

（ｋｇ－co２）

※電気の排出係数：ティーダッシュ合同会社の排出係数を使用

※電気の排出係数：当社の会計年度は9月から翌年8月の一ヵ年である。

Co2排出量の推移(kg‐Co2）

2019年度 218,241.30

2020年度 181,168.92

2021年度 167,829.65

2022年度 307,998.19

【二酸化炭素排出量の増加に伴う反省点と今後の課題】

2022年度のC０２排出量においては、目標値に対し13％以上の増加となり、原因として軽油の使用量の増加で

ある事が一目瞭然である。

次ページ以降で更に工事量や収集運搬量がCo2排出量にどのような影響を与えたか検証していく。

7. 環境負荷の調査結果(2022年度）

± ０

環境維持

成功

目標値より13.35％増

目標値より1.82％削減に成功

目標との差異

目標値より183.12%増

成功

目標値より14.8％削減に成功

目標値より8.07％削減に成功

目標値より11.63％増

目標値より77.60%削減に成功

建設廃棄物のリサイクル率（％） 89.7

製鉄原料・非鉄金属の回収

品
100

167.04

事業所内ゴミ（kg)
150

（±0目標）

廃棄物収集運搬量の増加(t）
10,235

（＋９％目標）

100

項目
2018年度（2018年9月

～2019年8月）を基準

年とした目標値

2022年度結果

（2021年9月～2022

年8月）

二

酸

化

炭

素

排

出

削

減

15,586

41,441.28

37,968.96

1,536

271,717.20

13,289

38,094.58

82,135.04

343.95

307,998.19

水使用量(m3）

工事件数の増加による

軽油使用量の増加

164.0

150

28,977.57

89.7

節水意識の向上

日々の削減努力

工事量の増加

混合廃棄物の

環境維持に努めた

引取時の不純物除去

評価

〇

〇

×

〇

節電意識の向上

エコ運転の習慣づけ

工事件数の増加、遠方

の現場の増加

ガス暖房を過度に使わ

ず、徹底見直し

〇

×

〇

〇

◎

〇

0.00

100,000.00

200,000.00

300,000.00

400,000.00

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

C2排出量の推移
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2020年度

元請工事 下請工事
個人木造解体工事 48,900,000 63,020,000

アパート解体工事 2,250,000 5,000,000
店舗解体工事 2,170,000 15,460,000

工場解体工事 9,080,000 17,910,000

ビル解体工事 7,270,000 31,320,000

公共建築物 0 5,000,000

杭頭処理 0 31,320,000

2021年度

元請工事 下請工事
個人木造解体工事 47,600,000 34,120,000

アパート解体工事 54,700,000 0
店舗解体工事 9,200,000 1,900,000
工場解体工事 3,170,000 13,240,000

ビル解体工事 24,890,000 0

公共建築物 0 0

杭頭処理 0 8,630,000

2022年度

元請工事 下請工事
個人木造解体工事 29,794,592 59,543,504

アパート解体工事 0 54,414,781

店舗解体工事 7,177,800 27,600,000

工場解体工事 3,170,000 10,000,000

ビル解体工事 3,454,545 0

公共建築物 0 200,000

杭頭処理 0 14,522,818

8.【建設現場の概要】

0
10,000,000
20,000,000
30,000,000
40,000,000
50,000,000
60,000,000

元請工事 下請工事

0
10,000,000
20,000,000
30,000,000
40,000,000
50,000,000
60,000,000

元請工事 下請工事

280,000,000

300,000,000

320,000,000

340,000,000

360,000,000

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売上高の推移（円）

0
20,000,000
40,000,000
60,000,000
80,000,000

元請工事 下請工事
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9．収集運搬量と売上高に伴うCo2排出量の推移

（ｔ） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

がれき類 6900.49 5,122.60 2,372.07 24,850.48

木くず 5985.09 132.80 493.13 2,909.71

繊維くず 14.04 17.90 9.84 72.70

廃プラ 274.45 189.00 143.14 218.08

ガラス・コンクリくず・陶器くず 555.32 1,137.72 391.35 693.30

混合廃棄物 194.76 172.20 65.26 145.65

紙くず 5.34 1.53 0.56 4.05

石綿含有物 39.93 40.40 88.80 83.60

合計 13,969.42 6,814.15 3,564.15 28,977.57

コロナ禍も徐々に回復傾向となった2022年度

は売上高前年比114.6%となり、

収集運搬量（ｔ）も著しい増加となった。

上記のグラフから分かるように、売上高に比例し、

収集運搬量も増加したことが分かる。

車両と現場の重機の使用量の増加がCo2増加の要因

であるといえる。

工事件数においては、2021年度の売上に対する前年比は140％と高水準となった。

コロナ禍も徐々に落ち着き、外出時のマスク着用必須の時期ではあったものの、前年度に拡大したコロナ禍からの反発か。

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

280,000,000

290,000,000

300,000,000

310,000,000

320,000,000

330,000,000

340,000,000

350,000,000

360,000,000

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売上高と収集運搬量の推移

売上高の推移（円） 収集運搬量の推移（ｔ）

0.00

50,000.00

100,000.00
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10.苦情および環境関連法規について

 令和3年9月に遵守状況を確認した結果、関連法規を遵守しており、環境関連法規への違反はありませんでした。

 また、地域住民等からの苦情、訴訟もありません。

11.代表者による全体評価と見直しの記録
承諾 作成

総合の代表者見直し結果

作成日：2022年9月30日

全体の運用状況等の情報と見直し
情報の項目 結果内容

岡田 岩本

環境への取組みの

自己チェックの結果

2022年9月20日にチェック。解体工事で使用する電動工具も充電式が増えてきた、発

電機を使用しなくても、使用できる工具なので、化石燃料を削減や騒音も削減しやす

い。今後も関係する項目を増やしていきたい。

環境関連法規等の遵守状況の

チェックの結果

2022年９月6日にチェック。新たに法改正など増えているので、常に情報を取り入

れ、改正内容などよく把握し対応できるように、みんなに分かりやすく説明していき

たい。法の規定は、遵守が絶対なので、今後も手順通り行っていく。

環境への負荷の

自己チェックの結果

2022年9月20日にチェック。電気・ガス・水道の使用量においては削減に成功した。

軽油使用量においては増加し、それによりCo2の数値が増加した。

総合の評価と今後のための

指示事項

電気・水・ガスの削減は各個人の意識づけがしっかりできており、達成できた。今回

未達成の軽油に関しては、是正措置を日々実行して行く。工事量も増え、遠方の現場

や処分場への運搬も増えたがその都度ルートの検討・渋滞予測、冬場の暖機運転も最

小限に抑えながら余裕を持って運転してほしい。次年度も全力で取り組みましょう。

外部からの苦情・要望とその処置

の結果

2022年9月20日チェック。2021年も地域、行政、取引先等の外部からの苦情がなかっ

た。取引先や同業者などから苦情・要望事例の情報も聞き入れて活動する。

環境上の緊急事態の訓練結果

2022年5月20日にチェック。冬場になると乾燥して、火災が増えるので、火気を使用

する作業時に火気の取扱い・初期消火の訓練をしておけば、いざという時に、皆が対

応できると思う。今後も装備品の確認を頑張ってもらいたい。

環境目標の達成状況及び環境活動

計画の実施状況

2022年9月20日チェック。収集運搬車両の燃費向上が達成出来なかった。

アイドリングストップや最短距離の利用をしていたが、一部の廃棄物は県外への持ち

込みとなる為、工事量により軽油の使用量はやむを得ない。その中でも削減に向けて

運搬ルートや処分単価の見直しを実施した。

問題点の是正措置結果

2023年４月１日チェック。一部の廃棄物に関しては処分の都合上どうしても、遠方の

処分場を利用しなければならない。前年度も収集運搬車両の燃費向上はギリギリの状

態だった為、その他の廃棄物の処分場の新規開拓と単価表を作成し、見直しを図っ

た。次年度これにより軽油使用量の削減が見込まれる事を期待する。

実施日：2022年9月30日


